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KOMORIグループご紹介



会社概要
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• 株式会社小森コーポレーション
• 創業 1923年（⼤正12年）10月12日
• 東京都墨田区吾妻橋3-11-1
• ウェブサイト https://www.komori.com/ja/jp/
• 代表者 代表取締役社⻑ 最高経営責任者（CEO） 持田 訓
• 東証プライム上場
• 証券コード 6349
• 従業員 2,562名（連結） 1,056名（単体）
• 主要製品 オフセット印刷機、証券印刷機、半導体関連向け印刷機など

※2024年7月12日時点



世界展開
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• 取引国数︓約90か国
• 販売拠点数︓国内14か所 海外74か所
• 製造拠点数︓国内4か所 海外5か所
• 地域別売上⾼︓国内346億円 海外697億円

（海外売上⽐率 66.8%）

証券印刷機受注国と地域

KOMORI AMERICA CORPORATION

Komori International 
(Europe) B.V.

Komori Hong Kong Limited



収益構成
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2024年3月期売上高(億円）

品目別売上構成

CCDカメラ付半自動真空穴埋め装置

K-Supply消耗品

枚葉オフセット印刷機

証券印刷機



オフセット印刷とは
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印刷の仕組み

オフセット＝「転写する」 という意味
版胴からブランケット胴（ゴムローラー）へ
ブランケット胴から用紙へとインキを転写
－ ⽔と油の反発を利用した印刷⽅法 －

多種多様な印刷物



オフセット事業（枚葉機）
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• 市場規模 3,000億円
• 世界シェア3位
（競合は独ハイデルベルク、独KBA）

• 国内シェア首位

オフセット印刷機世界シェア



証券印刷機事業（輪転機・証券印刷機）
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• 市場規模 100-200億円
• 世界シェア5割
（競合独KBAと複占）

• 国内独占 1. オフセット印刷で紙幣の補助的な模様
(地⽂︓じもん)を表裏同時に印刷

1. オフセット印刷で紙幣の補助的な模様
(地⽂︓じもん)を表裏同時に印刷

２．凹版印刷で偽造防止の核となる模様
(肖像等)を追加印刷

２．凹版印刷で偽造防止の核となる模様
(肖像等)を追加印刷

３．刷り上がった紙幣１枚１枚に
通し番号を印刷。

３．刷り上がった紙幣１枚１枚に
通し番号を印刷。

4.検査を終えた紙幣を断裁し束ねる
(帯封等）

4.検査を終えた紙幣を断裁し束ねる
(帯封等）

紙幣印刷機の標準的なライン構成

フェニックス彫刻
微細な線を凹版で印刷することで芸
術性を持たせている。

真偽判定印刷
特殊な絵柄が隠されており、スマート
フォンにより真贋判定ができる。

シースルー
光にかざすことで、表裏の絵柄が⼀
致して完璧な絵柄が現れる。

UVセキュリティフィーチャー
UV光を照射すると、隠れた絵柄が
浮かび上がる。



PESP事業（保守・部品修理など）
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・リカーリングビジネス
印刷機材・関連システム、印刷後工程、インク・用紙等資材、アフターサービス・計画工事など
(PESPには、各事業に含まれるPESP売上とサービス売り上げを含んでいます）



成⻑事業（DPS・PE・その他）
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PE事業
・半導体関連向け印刷機

MBO事業
・印刷後工程機
・アームロボット
スマートファクトリー化

DPS事業
・デジタル印刷機
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パーパスと⻑期ビジョン



Planned Change 100年の歴史から次の時代へ
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1,500

1,000

500

売上 (億円)

事業変革・再創業期拡⼤期成⻑期創業期

• 新規事業(海外証印, DPS, PE)

• PESP (KGC設⽴)

• アジア事業拡⼤ (KPE/KSA/KND/KNT)

• オフセット事業に特化
• 生産体制の拡充
• 輸出機の開発

◆1923 創業

◆2023年 創業100周年

• リーマンショック
• 急速な円高
• デジタルコンテンツの拡⼤

• グローバル経済拡⼤
• 東⻄冷戦終結

事業変革



経営理念とパーパス
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経営理念 パーパス

感動企業の実現 プ リ ン ト テ ク ノ ロ ジ ー で
社会を支え感動をもたらす



事
業
活
動
で
社
会
に
貢
献

⻑期ビジョン “KOMORI 2030”
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価値創造技術基盤
プリントテクノロジー

価値創造への
取り組み

価値創造エンジン KOMORIの役割

事
業
変
革

環境負荷の低い
生産ソリューション

の提供

自動化、情報化、
省人化ソリューション

の提供

社会の多様性に
対応したソリューション

の提供

基
盤
事
業

成
⻑
事
業

オフセット事業

証券印刷事業

D P S 事 業

P E 事 業

プリントテクノロジーの SHINKA で情報・文化・経済を支え感動をもたらすSHINKA
深化・進化・真価

安定収益

安定収益

コア事業へ育成

コア事業へ育成
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第7次中期経営計画
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FY2020／03 ー FY2024／03 FY2025/03 ー FY2027/03 FY2028/03 ー FY2030／03

第7次中期経営計画
事業変革と経営基盤強化の推進

第6次中期経営計画

収益性向上と
成⻑事業の基盤づくり

第8次中期経営計画

サステナブルな
経営体質への変革

ROE
6％
以上

ROE
10％
以上

第７次中期経営計画の位置づけと目標

01

02

03

事業ポートフォリオ転換に向けた取り組み強化（事業変革）

経営基盤強化（戦略投資）

筋肉質な経営体質への転換（経営体質改善）

[骨子]  サステナブルな経営体質に向けた事業変革と経営基盤強化の推進
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基盤事業(オフセット事業/証券印刷事業)の
付加価値強化による収益⼒向上

305

354

250

300

350

2024/03 2027/03

PESP売上（億円）

成⻑事業(DPS事業/PE事業)の戦略投資の
強化により成⻑スピードを加速

16％
拡⼤

17% 25%

0%

50%

100%

2024/03 2027/03

基盤事業 vs 成⻑事業 売上⽐率

成⻑事業
基盤事業

8pt
拡⼤

861

8857%

9%

0%

4%

8%

700

800

900

2024/03 2027/03

基盤事業 売上（億円）/ 営業利益率

182

290

0

100

200

300

2024/03 2027/03

成⻑事業 売上（億円）
CAGR
17%

CAGR 17％

16％ 増

営業利益率
9%

第７次中期経営計画︓事業ポートフォリオ転換に向けた取り組み強化（事業変革）



生産体制/サプライチェーン刷新

第７次中期経営計画︓経営基盤強化
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プリントテクノロジーの進化と事業基盤のグローバル対応に向けた戦略投資の実⾏

技術基盤強化

要素技術開発 デジタル印刷とプリンテッドエレクトロニクスの要素技術開発

差異化技術開発 環境技術とスマートファクトリー技術での差異化促進

生産体制の最適化とスマートファクトリー化 生産性向上によるコストダウンと品質向上

人財／組織強化
新技術領域の人財ポートフォリオの再構築 開発⼒の強化

人財のグローバル化 海外⼈財の執⾏幹部への登用とグローバル⼈事の仕組み構築

総額 億円

戦略投資
総額200億円



第７次中期経営計画︓筋⾁質な経営体質への転換（経営体質改善）
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製販技サービス⼀体体制で事業効率向上とグローバルDXによる業務効率改善

2.6%

5.8%

4.7%

7.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%
連結営業利益率

連結
営業利益率
7.0%

6.1%
5.4%

4.2%

6.0%

10.0%

0.0%

5.0%

10.0%
ROE

ROE
6.0%



顧客のパッケージ印刷市場への転換を
サポートする新しいソリューション

リスロンGX/G
アドバンスシリーズ EXエディション

高速安定稼働能⼒向上
■環境対応を強化

消費電⼒削減
■生産性とサステナビリティ強化

オペレーターの負荷軽減
■成⻑性の高いアジア市場で他社にない製品

対応⼒差別化
21

構造改革により高収益事業へ変革し、基盤事業の営業利益率 9％ を実現

オフセット事業

第７次中期経営計画︓基盤事業（オフセット事業）

パッケージソリューション

ベルナール社よりロータリーダイツール事業を譲受



新興国の経済発展で
世界全体の紙幣印刷需要増加

■差別化した機械の提案
■セキュリティー印刷市場の新規開拓
■保守メンテナンス契約の拡大

新規顧客獲得
⻑期収益安定性確保

⻑期収益の安定性を確保する基盤となる
最新鋭施設 KGC-S開所（2023.10）
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証印事業

第７次中期経営計画︓基盤事業（証印事業）

74期 75期 76期 77期 78期 79期計画

■当社証印売上高推移・予想

新セキュリティー技術の追求
小森グループの持つプリントテクノロジーを銀⾏券分野へ

構造改革により高収益事業へ変革し、基盤事業の営業利益率 9％ を実現



世界最高クラスのROI（投資収益率）
を実現して成⻑事業を牽引する

B2枚葉UVインクジェット印刷機
Ｊ-throne 29
■高速搬送技術
■反転技術
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DPS（デジタルプリンティングシステム）事業

第７次中期経営計画︓成⻑事業（DPS事業）

戦略投資（技術・人財）の強化により2桁成⻑を継続し、CAGR 17％ で拡大

用途拡大に伴い技術開発を推進
多岐に渡る市場創造を実現

デジタルソリューション

ドイツ展示会で
高評価

drupa 2024



高度情報化社会を⽀える製造業へ
プリントテクノロジーによる

製造改革を実⾏
1.環境負荷を低減
2.生産性の飛躍的な向上に貢献

多層基板向け
高機能基盤
半導体パッケージ基板

これらの技術を進化させ
グローバルに事業開拓を強化
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PE（プリンテッドエレクトロニクス）事業

第７次中期経営計画︓成⻑事業（PE事業）

産学連携によるオープンイノベーションを推進
小森と山形⼤学の包括的連携協定締結

微細配線技術
充填印刷技術

戦略投資（技術・人財）の強化により2桁成⻑を継続し、CAGR 17％ で拡大
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環 境

 ⻑期目標「KOMORIエコビジョン」達成に向けて
持続可能な環境･社会の実現に向けてGreen-PJを強化

社 会

■KOMORI流働き⽅改革「K-Work」の推進
■ステークホルダーとのパートナーシップ・人権の尊重

ガバナンス
■コーポレートガバナンス体制の強化
■コンプライアンスの徹底とリスクマネジメントの強化

ESG経営の促進により持続可能な社会の実現に貢献し、企業価値を向上

第７次中期経営計画︓ESG⽅針



第7次中期経営計画 財務⽅針
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（円）
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2023/03
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2027/03

総還元性向を
変更した分を
戦略投資へ

･･･ 1株当たりの配当⾦

･･･

第7次中期経営計画
財務⽅針

50%総還元性向

65％前後⾃⼰資本⽐率

赤字下でも
配当を継続

基本⽅針
1. ROE向上のため総還元性向を50％とし、成⻑投資への配分⽐率を高める

（収益向上・成⻑・サステナビリティへの積極投資）
2. 最低配当額（40円）を設定したうえで、中計期間の総還元性向（50%）は維持し株主還元を重視

※ ※

※過去年度税⾦調整額を除くと
2022/03（80.4%）、2023/03（81.7%）
2024/03（87.1％）

※



新規戦略投資
〜150億円

投資計画（第7次中期経営計画 累計）
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配当
（総還元性向50％）

80億円

従来設備投資
（償却費程度）

50億円〜

当期利益
160億円

キャッシュ取り崩し
70億円

償却費
50億円

キャッシュイン キャッシュアウト

戦略投資の位置付け

• 新規・成⻑市場での事業領域拡⼤へ向けた
要素技術開発投資の拡⼤

• 事業環境に合わせた生産/調達体制への刷新
• 新しい分野での技術・⼈財獲得

将来への成⻑・経営基盤強化
に向けた投資（M&Aを含む）

事業からのキャッシュインとして210億円程度（当期利益+償却費）を想定

200
億円

経営資源の適切な配分



第7次中期経営計画 経営目標
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2030年までに2段階でROE向上を図り、第7次中期経営計画はその第1段階として
『成⻑投資』と『収益確保』のバランスをとる

2027年3月期 目標2024年3月期 実績

7%以上4.7%営業利益率

6%以上4.2%ROE

 第8次中期経営計画最終年度（2030年3月期）︓ROE 10%以上

 第7次中期経営計画最終年度（2027年3月期）

資本コストや株価を意識した経営の実現へ向けた対応（2024年5月21日開示済）

・収益性改善への取り組み ・経営資源の適切な配分を意識した取り組み ・株主還元の取り組み
・資本コスト低減と成⻑率向上のための取り組み ・IRへの取り組み



2025年3月期業績動向



991 974 18 102% 1,030 △ 39 96%
1,043 979 64 107% 1,057 △ 14 99%

49 57 △ 8 86% 33 16 148%
68 66 2 103% 45 23 151%

46 57 △ 11 81% 31 15 150%
US$ 144.40 134.95 138.40
EUR 156.80 141.24 149.58
US$ 151.41 133.53 135.00
EUR 163.24 145.72 145.00

　平均レート（円）

差額 前期⽐

営 業 利 益
経 常 利 益
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

当期実績
2024/3

前期実績
2023/3

通期計画
2024/3 差額 計画⽐

受 注 高
売 上 高

　期末レート（円）

（単位︓億円）

2024年3月期 決算概要Ｐ/Ｌ
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営業損益の変動要因（対 前期⽐）
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△ 33

△ 16
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△ 13

24
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（億円）

△62億円

②為替差異

③数量変動差異

＋54億円

⑥構成差・他

⑤販管費差異

①販売価格差異

④原材料高騰

合計 △8億円



上期計画 下期計画 通期計画

611 499 1,110 991 119 112%
502 592 1,094 1,043 51 105%
12 46 58 49 9 118%
7 47 54 68 △14 79%
5 53 58 46 12 125%

US$ 140.00 140.00 140.00 144.40
EUR 150.00 150.00 150.00 156.80
US$ 140.00 140.00 140.00 151.41
EUR 150.00 150.00 150.00 163.24

　期末レート（円）

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

　平均レート（円）

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益

2024/3
前期実績 差額 前期⽐

2025/3

受 注 高

2025年3月期 業績⾒通し

32

（単位︓億円）



上期計画 下期計画 通期計画

日 本 174 179 353 337 16 105%
北 米 46 53 98 97 1 101%

（百万ﾄﾞﾙ） (33) (38) (70) (67) (3) (104%)
欧 州 137 110 247 216 31 114%

（百万ﾕｰﾛ） (91) (74) (165) (138) (27) (120%)
中 華 圏 74 65 139 159 △20 88%

180 92 272 183 90 149%
611 499 1,110 991 119 112%

前期⽐差額
2025/3

そ の 他 地 域

2024/3
前期実績

合 計

地域別受注高 予想

33

（単位︓億円）



上期計画 下期計画 通期計画

272 244 516 508 8 102%
144 40 184 127 57 145%
112 115 228 206 21 110%
83 100 183 150 32 122%

611 499 1,110 991 119 112%

差額 前期⽐2024/3
前期実績

2025/3

枚 葉 機
輪転機・証券印刷機
保 守 ・ 部 品 修 理
ＤＰＳ・ＰＥ・その他
合 計

品目別受注高 予想

34

（単位︓億円）



上期計画 下期計画 通期計画

日 本 158 201 360 346 14 104%
北 米 43 55 98 117 △19 84%

（百万ﾄﾞﾙ） (31) (39) (70) (81) (△11) (86%)
欧 州 85 164 249 228 22 110%

（百万ﾕｰﾛ） (57) (110) (166) (145) (21) (115%)
中 華 圏 92 62 154 183 △29 84%

124 110 233 169 64 138%
502 592 1,094 1,043 51 105%

前期⽐
2025/3

そ の 他 地 域

差額

合 計

2024/3
前期実績

地域別売上高 予想

35

（単位︓億円）



上期計画 下期計画 通期計画

248 273 520 555 △35 94%
74 99 173 107 65 161%
97 115 211 210 1 101%
84 106 190 171 19 111%

502 592 1,094 1,043 51 105%
ＤＰＳ・ＰＥ・その他

2025/3

枚 葉 機
輪転機・証券印刷機

2022/3
前期実績

合 計

保 守 ・ 部 品 修 理

差額 前期⽐

品目別売上高 予想

36

（単位︓億円）



2025/3月期 営業損益（予想）の変動要因（対 前期⽐）

37

△ 26

△ 18

2

△ 6

26

31

-60

-40

-20

0

20

40

60

（億円）

△50億円

⑥為替差異

②数量変動差異＋59億円

③構成差・他

④販管費差異

①販売価格差異

⑤原材料高騰

合計 ＋9億円



2,363 2,686 2,613 2,567 2,562 2,640

20,386 20,199 22,122 23,246 24,656 25,000

1,678 1,394 2,371 2,303 1,997 3,000

2,304 1,604 1,877 1,896 1,968 1,900

4,899 4,002 4,050 3,654 3,734 4,200

（売上高⽐ ） (6.3%) (5.6%) (4.6%) (3.7%) (3.6%) (3.8%)

研 究 開 発 費

2024/3 2025/3
予想

⼈ 件 費

設 備 投 資 額

減 価 償 却 費

従 業 員 数 （ 名 ）

2020/3 2021/3 2022/3 2023/3

設備投資・減価償却費・開発費

38

（単位︓百万円）



※当資料に含まれている業績予想等は、本資料の発表日現在において⼊⼿可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
※ 当資料では、表示未満単位を四捨五⼊して表示しており、内訳と合計が⼀致しない場合があります。


